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3) 本稿のようなテ マの邦語文献としては，内田勝岨， rプリアイシ1 トロヒカノレ アアリヵ
の研究一後進国経済発展の諸問題」昭和35年，矢内原勝金融的従属と輸出経済」昭和41年F
がある。
4) イギリス賢本の海外進出の過程はj メキシコ ドル銀圏との抗争の歴史だった。メキショドノレ
銀貨は 19，末まで全ての植民地で無制限法貨であった。イギリスの植民地経宮はこのドノレ担貨の
法貨制を奪うところから初まった..， cf. H. A. Shannon， "Evolution of the ColonIal S恒 rling
Exchange Standard"， 1.M. .E< Staff Pape叫 Vol.1， No. 3， April 1951 
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地銀行のロ Y ドY本庖にポンドを払込み，上記手続き C銀行が取得した現地通
貨の供給壱受ける。農民は販売の対価として受けとった植民地通貨が不要の時
は，銀行に預金し，その銀行も通貨過剰のときは通貨当局に現地通貨を持ちこみ，







関である銀行には， 政府系銀行は一つもなく (許されず)， もっぱら民間商業
銀行のみであれこれが植民地の鉱業・農業・公共事業等の海外投資や，一次
5) 東西アフリカ両通貨委員会は例外である。それらはロンドゾにあり， Crown I Agent左結ぴ
ついてはいるが直接に行動G，その支配下にはおかれていない。また香港では!政府庁部局と杭
民地商業銀行の複合体が通貨委員会の代用をしてし、た。 cf. H. A. Shannon， . The Modem 
Colonial Sterling Exchange St岨 dard"，1. M. F. 5的~ff Paper， Vol. II. 1951-52 




























1942 4，192 。 12，888 
1943 6，190 。 19，079 
1944 2，471 O 21，550 
1945 3，312 O 24，862 
1946 4，132 O 28，994 
1947 7，945 o 36，939 
1948 5.935 O 42，924 
1949 20，131 O 63，054 
(出所)S. Sayers， B側 king叩 theBntis兎 Com
的金融市場も存在しておらず，全 m'附 ，a帥 p.430. 
6) A. Hazlewood， "Sterling Balances and the Colooial I，urrency System"】 TheEι叩 omu;
Journ叫 Dec.1952， p. 945. 




















金為替本位制を支持した経済学者としてケイ γ ズがある。 彼はその著 Tndian
Cり的叫り a1~d Fω脇町。におし、て， 健全な幣制の根本原則を示してし、る。 すな
わち，
「各自の幣制問題とは左記の目的を達成することにある。
7) I. GTf'!aves， "Sterli河 B注lance民:J.nrlthe c'olnni叶仁川 enロy Sys十em. A c'nmment" > The 
Z印刷omicJou叫， D配 1悶， pp. 922-923. ヶ月ものt%と言われる。
泊) 植民地通貨制度惟立の直接罰棋は!現地寵亜の強貨そ困且する乙とにあ η たので 植民地通貨
の過剰発行は初期から運命づけられていた。 cf.G. L. M Clauson. "The British Colomal 
Currency Sys同 m"，The E印刷mic]oUtnat， April 1944 


























9) J. M. Keynes， Indian c.:urre切り andFm酬 Ge， 1924， p.124 
10) Repotl oj the Chamberlain Commi山 on011914， Chap. V. pp 217-222 
11)_ J. M. Keynes， A T叩"帥 Monelaη Reform，1923， pp 163-64 


























12) I. Greaves， "Sterling Halance 0士仁olonialTerritories"， The ど叩旬omic J'οu阿 al，June 
1951， p， 434 
1:1) 矢内原忠雄.1帝国主義卜の印度」第二章，昭和11年審胤「究円原忠雄全集」第3巻.1963年所収。





この制度の根本的利益は，通貨準備をロ Y ドンに移すことである。在ロ Y ドン
の植民地通貨準備はポンド証券に投資され，イギリスの金融壱緩慢にし，イン
グランド銀行の準備金を強固にした。 1955年当時，パーム・ダットの計算によ






があり， それによると当時の約9億ポY ドの植民地ポ Y ド残高のうち 2年





1952年には l億ポy ドであったと思われる町。 このととに，英連邦構成審議会
委員 (AssistantChief of the British Commonweatlth Division)のγャノ Yが非
難している1ぺ
「植民地のような貧乏国が，かかる巨額のボンド残高壱永久資産(permanent
14) A. S. G. Baster， The Impeηal Banks. 1929 
15) R. Palme Dutt， The Crisis 01 Byitain 酎~d the Briiish Emρire， Rev. ed.， 1957， p.303 
16) "Sterling in the World Today"， Midland Bank， M.叫 th!yRepo吋 Feb.1956 
17) L Greaves， "The Colonial Sterling Balances"， Essays in Internatio旬alFinance， No. 20， 
Sept. 1954， p. 6 
18) H. A. Shannon，'" The Sterling Balances of the Sterling Area， 1939-49"， The Economic 
Jou叩 al，5ept. 1950 

























19) I. G.reaves，οpωι IIl ThfJ Eι仰叩mic， Journal， June 1951， p. 437 
20) F. H. H. King，“ Sterling Balances and the Colonial Moi1etary System"， The E四回開C
Jω~rnal ， Dec. 19GG. p. 721 
21) 1. Greaves， op. cit.， p. 438 
22) I. G:reaveo>， 'ib'id.， p. 434 






I 1947年 I1凶年 I1949年|叩年 1
|竺にと 47 I 28 I 58 I 
m 年|山一巳
子:示
(出所)A切 EconomicSurveyσ>.f the Cul帥抽lTerruories， Vol III， No. 281-3より。
実際イギリ λ植民地の原料資源はきわめて豊富である。例えば茶は世界総生




い告山I日正日正一入「可 114I 110 I 129 I 134 I 117 1 124 1 138 輸 l品 1301 BOI 2431 276 1 190 1 166 1 168 1 203 
(出所)Board of Trade， Tke CO附 monweal仏師athe SterlinK Ar，四 StatisticalAbstract. 
No. 76， 1955， p.6， 7より算出。
これちの輸出の仲びは，朝鮮動乱による一次産品ブームに負ろととろが大き
い。また 1949年9月18日のポYドの対ドル 30.5%の切り下げと， 1950年アメ
リカ景気上昇も寄与している24)" 1945年から 6年間にマレーとセイロジのゴム
は 15億 5500万ドノレをかせぎ， これは旦夕ーリング地域が商品輸出によって取
得したドノレの%に相当する町。 この収益の大部分は価格上昇に負っている。ス
23) The Econom包st，Ma.y 31， 1952 
24) The B同勿"nげ t，Dec. 20， 1952 
25) The Er;開 omist，May 24， 1952 




羊毛(川 68 t 188 t 59 t 54 
錫 ω72 t 181 t 109 t 山
石司 21 t 73い5t 51(2) 
註(1)各商品100ポゾドあたりの価格。
(2) ゴム. 1952年 4月。


























26) 西アフリカ マ ケッテ 4γグ ボー ド批判には次の論文が最適である。 P.T. Bauer and 
F、N.Paish. "The ReduιLJQn Q[ FJuctuιUU/J:; iu the Im;ulIlt: of PTimary Prouucers・'
The Econom~c Journal， Dec. 1952 





1叩年制12羽月 I 1問9釘51咋年6悶月 I 19矧日年軍12羽月 |川1叫年6月 I 1952伴如年伯lロ2




















27) A. H. Hazlewood.. op. cit. p. 944 
甜1.G"eaves， "Sted】珂 Balιncesand thc Colonial Currcncy Systcm: A Comrnent..， The 
Economic J OU1間 l，Dec. 1953， pp. 922-923 

















i 年 I 1951 四 I 1叩 I 1旧 I 1日
i単位百和ド 1，444 I 1，357 I 1，281 I 1.270 I 
(出所)主加 Co>附lOnl凹 al幼側d幼eSterling Arect. 幻atis/icalAbstra喝な~， No 76 
1955 
日斗;U ?????? ??ー?? 506 589 1953 1954 1955 
植民地相E聞を除〈。
(出所)第6衰と同じ。
29) 1. Greaves，“Dollar Pooling in the Sterling Area: Comment"， American E沿on併削C
Revie叫 Vol，XLV， 1955， p.656 
30) 1. Greaves， ibid.. p. 656 
植民地スターリング為替本位制について (283) 生9
第 B表 スターりング地域の対ドル地域からの輸入
| 単位百万ドル 1948~100 
年 英本困 I植民地 I他グ地の域スタ リソ 共本国!植民地| 他のスタ リソグ地域
1拙 |l13634310l| 100 
1949 I 1，606 I 220 問 92 
1950 I 1，206 I 590 67 
1，100 126 
1952 I 1，668 I 1.165 133 
[註J1948年を基準にしたのは1947年ポンド交換性生敗により，この年から輸入制限が一段
と厳し〈なったからである。















31) W. A， Lewis，“The Colomes and Sterling". The Fi叩仰のalTimes， January 16， 1952 
32) A. Hazle'、vood“ColonialExternal Finance since the WarぺTheReview of Economic 




のところないが， 同様の通貨制度を施かれた植民地イ γ ドをみると， 1900年
から 1914年までの物価昂騰の趨勢は他国にも比類ないものだった詞〉。 略言す
れば，植民地通貨制度は園内通貨を不換紙幣に代えて発行過剰と物価騰貴の失
点を遺憾なく発揮させたのである。戦費調達のためのイ Y フV ーッ .Yは植民
地通貨制度下でなくとも起こりうるが，植民地通貨体制はとれ壱促進する庁ろ
う。事実アフリヵ通貨局は， 第 2次大戦中自己の領域のみならず， イギリス
が大戦中占領した他の東アフリカ地域や，エチオピ7等への通貨供給の役割を












これは銀行側からすれば， ロ Y ドy金融市場の緩慢化の不利とか， 繁忙期の
サイグノレのとともある。また免換最低限の高額かι〈る事実上の免換不可能の
問題もある η 東アフリカの場合約2000万ポンドの疏通高に対し， 15000ポンド
が免換最低限であることから，その不可能性は明らかである。またポンド残高
の百%近くが長期証券に投資されている実情では，免換そのものの禁止を意味
3) Shah， K. T. Sixty Years.of Tηd切 nFinance， 1927， p.32 


















34) L Greaves， .Sterling Balances and the Colonial Currency System: A Commenγ'. The 
Econom~c ].制作協l，Dec. 1953， p， 921 
.35) A. Hazlewood，οp. cit.， io The Economic ]ournal， Dec. 1952， p.945 
